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当
館
で
は
毎
年
考
古
学
に
関
わ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

　

石
器
や
勾
玉
、
弓
矢
な
ど
を
作
っ
て
い
た
だ
く
体
験
は
す
っ
か
り
定
着

し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
「
手

形
・
足
形
付
き
土
製
品
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
赤
ち
ゃ
ん
の
手
形
を
つ

く
ろ
う
」
に
は
毎
年
大
勢
の
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
夏
休
み
の
一
日
、
縄
文
時
代

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
「
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ジ
ョ
ウ
モ
ン
」
は
一
回
に
体
験

し
て
い
た
だ
け
る
人
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
に
残
る
一
日
に
な

る
よ
う
で
、
そ
の
後
別
の
機
会
に
訪
れ
て
く
れ
る
小
さ
な
リ
ピ
ー
タ
ー
た

ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
人
の
方
に
は
、
古
代
の
技
術
の
高
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
「
ガ
ラ
ス

玉
を
つ
く
ろ
う
」
や
、
古
代
の
素
材
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
「
古
代

風
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」、「
か
ら
む
し
で
布
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど

も
好
評
で
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
体
験
を
楽
し
み
た
い
方
に
は
、
か
ら

む
し
の
繊
維
を
採
る
と
こ
ろ
か
ら
布(

コ
ー
ス
タ
ー)

を
つ
く
る
ま
で
を

二
回
講
座
で
体
験
し
て
い
た
だ
く
「
大
人
の
自
由
研
究
」
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

実
際
の
体
験
に
は
、「
力

ち
か
ら

」
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
難
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
が
ち
な
考
古
資
料
館
で
す
が
、「
見
る
」、「
聞
く
」
に
、「
体

験
す
る
」
を
あ
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
各
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き

抜
い
て
き
た
人
々
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
ぜ
ひ
、
当
館
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
様
々
な
体
験
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

体
験
の
ち
か
ら

▲からむしで布をつくろう

　
　
　

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資
料
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員　
　

伊
藤 

純
子



▲企画展記念講演会　十川 陽一  氏

　

今
年
度
の
企
画
展
講
演
会

は
十
川
陽
一
先
生
の
「
出
土

文
字
資
料
と
古
代
出
羽
国
―

山
形
県
域
を
中
心
に
―
」
の

演
題
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
古
代
に
お
け
る

文
字
と
木
簡
」
と
題
し
、
律

令
国
家
の
支
配
と
文
字
、
出

羽
国
の
成
り
立
ち
と
文
字
に

つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。
国

内
で
は
こ
れ
ま
で
に
50
万
点

以
上
の
木
簡
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
見
る
と
民
衆

支
配
や
土
地
管
理
・
徴
税
の

た
め
の
戸
籍
や
計
帳
、
都
鄙

（
都
と
地
方
）
間
の
意
思
疎

通
の
た
め
の
官
符
な
ど
多
様

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
出
羽
国
関
係
の
出
土

文
字
資
料
を
見
る
と
平
城
宮

か
ら
「
裳
上
郡
」、
神
亀
五

年
の
勤
務
評
定
で
あ
る
出
羽

国
郡
司
考
状
帳
が
出
土
し
て

お
り
、
県
内
の
遺
跡
で
は
酒

田
市
の
生
石
2
遺
跡
の
年
齢

を
記
し
た
漆
紙
文
書
、
鶴
岡

市
山
田
遺
跡
の
「
駅
子
」
と

記
し
た
木
簡
、
米
沢
市
大
浦

B
遺
跡
の
漆
紙
文
書
の
具
注

暦
等
が
あ
り
、
出
羽
国
で
は

こ
れ
ま
で
2
百
点
余
り
（
そ

の
う
ち
古
代
は
50
点
ほ
ど
）

が
出
土
し
て
い
る
が
こ
の
数

は
陸
奥
国
の
半
分
ほ
ど
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
「
仏
教
と
文
字
」
と

題
し
て
出
羽
国
内
で
の
蝦
夷

や
俘
囚
へ
の
仏
教
の
拡
大
が

日
本
書
紀
や
日
本
三
大
実
録

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、そ
し
て
「
四
天
王
法
会
」

が
国
家
財
源
を
用
い
て
執
り

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
出
土

し
た
木
簡
や
墨
書
土
器
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
「
出
土
文
字
資
料
か
ら
み

た
古
代
の
山
形
県
域
」
で

は
、
山
形
市
今
塚
遺
跡
の
仁

寿
三
年
の
紀
年
銘
が
あ
る
木

簡
は
上
意
下
達
の
文
書
様
式

を
も
つ
郡
符
木
簡
で
あ
り
、

墨
書
土
器
か
ら
郡
司
子
弟
な

ど
在
地
の
有
力
者
層
で
あ
っ

　

今
年
も
様
々
な
視
点
で
置

賜
の
歴
史
を
見
て
行
き
ま
す

【
第
１
回
】 

1
月
13
日(

日)

「
米
沢
藩
の
軍
制
改
革
―
西
洋

流
砲
術
導
入
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
―
」　

 

布
施 

賢
治   

氏

「
東
北
か
ら
見
た
戊
辰
戦
争
」        

　
　
　
　

渡
部 

幸
雄   

氏

                     

【
第
２
回
】
2
月
10
日(

日) 

「
高
畠
町
周
辺
の　
　
　
　

　
　
　
　

 

鉱
山
と
鉱
物
」

　
　

五
十
公
野 

裕
也   

氏

【
第
３
回
】
3
月
3
日(

日) 

「
や
ま
が
た
の
無
形
文
化
財

　

深
山
和
紙
〜
守
り
伝
え

る
た
め
の
地
域
づ
く
り
〜
」　

                    

　
　
　
　

高
橋 

信
博   

氏

「
白
鷹
紬
〜
生
業(

な

り
わ
い)

に
つ
い
て
〜
」                  

　
　
　
　

守
谷 

英
一   

氏

考
古
資
料
館
に
て

各
回
13
時
か
ら

　
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

第
XllI
期　

う
き
た
む
学
講
座

　

企
画
展
記
念
講
演
会

企
画
展
記
念
講
演
会

　
　
　
　

平
成
平
成
3030
年
1111
月
1818
日(

日)

　
　
　

　
　
　

「出
土
文
字
資
料
と
古
代
出
羽
国
」

「出
土
文
字
資
料
と
古
代
出
羽
国
」

木
は
語
る

木
は
語
る
～
古
代
か
ら
近
世
の
木
簡
と
木
製
品
～

～
古
代
か
ら
近
世
の
木
簡
と
木
製
品
～

た
書
生
の
存
在
が

想
定
で
き
、
米
沢

市
古
志
田
東
遺
跡

の
木
簡
や
河
北
町

熊
野
台
遺
跡
の
須

恵
器
に
刻
書
さ
れ

た
文
字
か
ら
最

上
・
置
賜
地
域
で

は
労
働
力
を
差
配

▲展示木簡 ( 一部 )

す
る
有
力
者
が
い
た
こ
と
が

想
定
で
き
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
元
慶
の
乱
が
勃

発
す
る
前
の
貞
観
六
年
頃
か

ら
現
在
の
秋
田
県
域
の
蝦
夷

を
懐
柔
さ
せ
る
た
め
の
饗
応

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
続
日
本
紀
や
延

喜
式
、
秋
田
城
出
土
の
木
簡

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ

の
た
め
の
財
源
は
安
定
し
た

生
産
地
帯
で
あ
っ
た
南
出
羽

（
山
形
県
域
）
諸
郡
と
一
部

秋
田
県
域
の
郡
が
担
っ
た
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
　



　

今
期
は
「
古
代
か
ら
近
世

の
木
簡
と
木
製
品
」
と
題
し

て
、
全
三
回
開
講
し
、
企
画

展
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
に

内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
古
代
の
木
製
品
―
建
築
部

材
・
祈
り
・
文
字
―
」

　
　
　
　

佐
藤 

庄
一　

氏

　
（
山
形
考
古
学
会
会
長
）

 目 次 
第一章　建物と井戸
第二章　生活と道具
第三章　文字と祈り
第四章　美と装い

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

今
年
度
開
催
の
、
第

二
十
六
回
企
画
展
「
木
は
語

る
〜
古
代
か
ら
近
世
の
木
簡
と
木
製

品
〜
」
の
展
示
図
録
で
す
。

　

木
製
品
三
部
作
の
最
終
回

は
、
木
簡
・
木
製
品
を
通
し
、

古
代
か
ら
近
世
の
社
会
や
暮

ら
し
、
木
と
の
関
わ
り
を
探

り
ま
す
。

　

展
示
遺
物
を
全
点
収
録
。

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！

「
木

は
語

る　
　
　
　
　
　
　
　

　
～
古
代
か
ら
近
世
の
木
簡
と
木
製
品
～

」

遺跡紹介

平
成
30
年
9
月
30
日
／
10
月
14
日
／
11
月
4
日(

日)
第
二
十
期

　

出
羽
国
の
成

立
か
ら
、
堂
の

前
遺
跡
の
建
築

部
材
、
俵
田
遺
跡
の
祭
祀

跡
、
木
簡
と
文
字
資
料
な

ど
、
今
回
の
展
示
資
料
に
絡

め
て
古
代
の
県
内
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
大
在
家
遺
跡
の
木
製
品
と

文
字
資
料
」

　
　
　
　

井
田 

秀
和　

氏

佐
町
上
高
田
遺
跡
に
つ
い

て
、
遺
跡
の
概
要
と
企
画
展

で
展
示
し
た
も
の
を
中
心
に

出
土
遺
物
の
ご
解
説
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
関
連
す
る
遺
物
と
し

て
、
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

墨
書
土
器
や
人
面
墨
書
土
器

な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
木
簡

や
木
製
品
が
出

土
し
て
い
る
遊

　

木
簡
や
木
製

品
が
多
数
出
土

し
て
い
る
、
高

　

今
回
多
数
展

示
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
小
田
島

城
跡
、
亀
ヶ
崎
城
跡
に
米
沢

城
跡
を
加
え
、
出
土
遺
物
を

中
心
に
中
近
世
の
木
製
品
と

文
字
資
料
に
つ
い
て
、
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。

「
馳
上
遺
跡
の
木
製
品
と

文
字
資
料
」

　
　
　
　

渡
辺 

和
行　

氏

（
公
益
財
団
法
人

   　
　
　

福
島
県
文
化
振
興
財
団
）　

畠
町
内
の
大
在
家
遺
跡
、
町

尻
遺
跡
に
つ
い
て
、
遺
跡
の

概
要
や
出
土
遺
物
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
簡
の

一
部
は
飛
鳥
時
代
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

「
上
高
田
遺
跡
の
木
製
品
と

文
字
資
料
」

　
　
　
　
　

齋
藤 

健　

氏

（
公
益
財
団
法
人

   　

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

品
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
今
回

は
遺
跡
概
要
お

よ
び
出
土
木
製
品
に
つ
い
て

木
簡
の
内
容
も
含
め
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
中
近
世
の
木
製
品
と

文
字
資
料
」

　
　
　
　
　

髙
桑 

登　

氏

（
公
益
財
団
法
人

   　

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

▲考古学セミナー　佐藤 庄一  氏

頒布価格 1,500 円

　

農
具
や
馬
具

な
ど
の
木
製
品

や
木
簡
な
ど
が

出
土
し
て
い
る
米
沢
市
馳
上

遺
跡
に
つ
い
て
、
遺
跡
の
概

要
と
出
土
遺
物
に
つ
い
て
、

木
製
品
以
外
の
遺
物
も
含

め
、
詳
し
く
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
古
志
田
東
遺
跡
の
木
製
品

と
文
字
資
料
」

　
　
　
　
　

手
塚 

孝　

氏

　
（
米
沢
市
教
育
委
員
会
）

　

豪
族
の
屋
敷
跡
と
考
え
ら

れ
る
米
沢
市
古
志
田
遺
跡
か

ら
は
、
多
く
の
木
簡
や
木
製



　
　

縄
文
時
代

　
　
　
　

●
村
山
市　

宮
の
前
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
40
）

岩　

板

置賜史跡めぐり（46）

笹
野
観
音
堂

笹
野
観
音
堂

　

笹
野
観
音
堂
は
米
沢

市
笹
野
に
位
置
す
る
真

言
宗
の
寺
院
で
す
。

　

昔
、
坂
上
田
村
麻
呂

が
国
家
鎮
護
を
願
い
観

音
菩
薩
像
を
安
置
し
、

弘
仁
元
年
（
８
１
０
）

７
月
に
現
在
の
観
音
堂

が
落
成
、
名
僧
で
あ
る
徳
一
上
人

に
よ
っ
て
入
仏
供
養
が
行
わ
れ
た

と
い
う
、
と
て
も
古
い
由
緒
を
伝

え
て
い
ま
す
。
伊
達
氏
や
上
杉
氏

の
歴
代
領
主
の
信
仰
も
厚
く
、
伊

達
政
宗
が
野
始
め
（
正
月
３
日
に

狩
り
を
行
う
伊
達
氏
の
年
中
行

事
）
の
途
中
に
訪
れ
た
り
、
上
杉

氏
も
藩
主
の
病
気
の
時
や
天
候
不

順
の
際
に
は
祈
願
を
命
じ
て
い
ま

す
。
安
永
８
年
（
１
７
７
９
）
に

は
上
杉
鷹
山
（
治
憲
）
が
観
音
堂

を
再
建
し
ま
す
が
、
天
保
４
年

（
１
８
３
３
）
に
火
災
に
遭
い
、

観
音
堂
は
秘
仏
を
除
い
て
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
の
お
堂
は

天
保
14
年
（
1
8
4
3
）
に
上
杉

斉
憲
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の

で
す
。
７
年
が
か
り
で
仕
上
げ
ら

れ
た
と
い
う
精
巧
で
優
美
な
彫
刻

が
随
所
に
見
ら
れ
る
、
大
き
な
茅

葺
き
屋
根
の
お
堂
は
、
置
賜
地
方

で
は
稀
に
見
る
壮
大
な
建
物
で

す
。
な
か
で
も
龍
や
鳳
凰
の
彫
刻

は
素
晴
ら
し
く
、
庄
内
の
彫
刻
師

後
藤
藤
吉
・
政
吉
の
作
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

観
音
堂
の
境
内
に
は
文
化
財
も

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
天
保
３
年

（
１
８
３
２
）
に
建
立
さ
れ
た
高

さ
約
５
ｍ
の
石
造
り
の
延
命
地
蔵

尊
は
蔵
王
山
の
麓
か
ら
運
ば
れ
た

30
個
の
石
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
相
良
人
形
に
よ
る
千
体
地

蔵
尊
が
納
め
ら
れ
た
千
体
地
蔵
堂

や
宝
暦
７
年
（
１
７
５
７
）
に
建

立
さ
れ
た
石
造
り
の
三
重
塔
、
一

切
経
堂
、
弁
天
堂
、
不
動
堂
、
仁

王
門
な
ど
の
ほ
か
、
松
尾
芭
蕉
の

文
化
９
年
（
１
８
１
２
）
建
立
の

「
も
の
い
へ
ば　

唇
寒
し　

秋
の

風
」
と
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）

建
立
の
「
観
音
の　

甍
み
や
り
つ

　

花
の
雲
」
の
句
碑
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

紫
陽
花
の
名
所
と
し
て
別
名

「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
７
月
頃
に
見
ご
ろ
を
む
か
え

ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
に
は

「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
に

選
定
さ
れ
た
ほ
か
、
置
賜
三
十
三

観
音
霊
場
の
19
番
札
所
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
置
賜
三
十
三
観
音
は

２
０
１
９
年
５
月
１
日
〜
10
月
31

日
ま
で
御
開
帳
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

縄
文
時
代
の
く
ら
し
は
、
現
在
よ
り
も
自
然
と

の
か
か
わ
り
が
密
接
で
し
た
。

　

当
時
の
人
々
は
、
す
べ
て
の
生
物
に
精
霊
が
宿

る
と
い
う
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
の
思
想
を
も
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
偶
や
石
棒
、
岩
板

な
ど
の
出
土
品
に
は
、
豊
か
な
生
産
へ
の
祈
り
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

現
代
社
会
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、
自
然
を
尊
ぶ

と
い
う
人
間
と
し
て
の
本
質
を
、
縄
文
の
人
々
の

遺
物
に
よ
っ
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲ 笹野観音堂

米
沢
市　

●
古
代
～

米
沢
市　

●
古
代
～

▲ 岩　板


